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　平成25年度６月定例会が10日から20日までの11日間の会期で開会されました。この定例会の最
終日に高塚勝議員より川本正一郎議長に対する問責決議案が８名の議員の賛同のもと提出されま
した。
　問責決議の動議を議案に上程することに対し裁決を行った結果、賛成多数で議事日程に追加さ
れました。その後、川本正一郎議長から一身上の弁明、提出者である高塚勝議員への質疑が４名
の議員より行われたのち討論に移り、議長の静止を無視したため石賀榮議員が退場後、問責決議
に対する裁決は結果賛成多数で可決されました。

〇高塚議員より提案理由
　議会報告会において、「３月議会のTCC
放映の遅れは何故？」という質問に対して、
湯梨浜町の選挙、北栄町議会の否決等が原
因と嘘の回答をしました。実際は琴浦町議
会の議長辞職問題の放映で延期になってい
る事には一切ふれず、町民に対して虚偽の
回答をしました。その後、議長に対し公開
質問状を提出しましたが「虚偽の回答はし
ていない」と回答。全く反省しておりませ
ん。琴浦町議会の最高責任者である川本議
長のこのような無責任な態度は、琴浦町議
会の品位を著しく穢した事にほかなりませ
ん。
　川本議長は、その責任をとって早急に自
ら、議員の職を辞すべきである。

〇川本議長　一身上の弁明
　議会報告会でのTCCの放映についての質問
に対し湯梨浜町の選挙後、また、北栄町の議
会が長引いたということで遅れていると回答
した件ですが、混迷（琴浦町議会が）をして
いるという部分についてはあえて、皆さんに
はお話をしませんでした。言葉足らずなとこ
ろはありましたが嘘を言ったということでは
ありません。問責決議の中に、責任をとって
早急に自ら議員の職を辞するべきとありまし
た、これは、私が議員になって多くの方に支
えられてきたことを否定するような文言だと
私は理解しております。今後、自分の進退等
についても、また、このことが名誉毀損にあ
たる可能性も含めて考えさせて頂きたいと思
います。

賛成　８ 反対　７

川本議長に対する
問責決議 可決!!

反  

対

青
亀
　
議
員

　

議
長
は
ウ
ソ
の
説
明
は
し
て
い

な
い
。
説
明
し
た
こ
と
は
事
実
で

あ
り
、
責
任
は
問
わ
れ
な
い
。
議

員
を
自
ら
辞
め
よ
と
は
、
有
権
者

の
選
挙
権
の
剥
奪
で
あ
り
、
許
さ

れ
な
い
。
よ
っ
て
反
対
で
あ
る
。

賛  

成

山
下
　
議
員

　

議
論
す
る
資
格
の
な
い
者
が
議

論
し
て
い
る
。
現
場
に
い
な
か
っ

た
も
の
の
意
見
な
ど
聞
く
必
要
は

無
い
。
再
三
検
討
し
た
問
責
決
議

で
す
。
ど
う
か
、
了
解
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

賛  

成

石
賀
　
議
員

　

提
案
者
が
問
責
決
議
の
理
由
は

町
民
の
立
場
に
立
っ
て
の
こ
と
、

八
橋
公
民
館
に
お
い
て
80
名
か
ら

の
町
民
の
皆
さ
ん
に
議
長
自
ら
嘘

の
説
明
を
な
さ
っ
た
と
い
う
こ
と

は
明
白
な
事
実
で
あ
り
ま
す
。

討
論
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石賀議員に対し懲罰委員会が設置される！
　議長に対する問責決議が可決後、議会運営委員会の小椋正和委員長に対しても問責決議案が高
塚勝議員より７名の議員の賛同のもとで提出され議案に上程することに対する裁決の結果、反対
９名、賛成７名により不採択となり議案に追加されませんでした。
　退場処分を受けていた石賀榮議員に対し懲罰委員会を設置することに対し起立採決を行った結
果、可否同数になったため、記名投票を行いこちらも可否同数だったため議長決裁により可決さ
れました。

　
訃
報

　

6
月
30
日
、
金
田
章
議
員

が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

6
月
定
例
議
会
で
は
元
気

な
お
姿
を
見
せ
ら
れ
最
終
日

ま
で
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
14
年
１
月
赤
碕
町
議

会
議
員
に
初
当
選
か
ら
３
期

途
中
で
の
ご
逝
去
で
し
た
。

琴
浦
町
議
会
で
は
、
副
議
長
、

総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
、

企
業
誘
致
推
進
特
別
委
員
会

委
員
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

金
田
章
議
員
の
ご
功
績
と

ご
遺
徳
を
偲
び
、
謹
ん
で
哀

悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

小椋委員長の問責決議案
日程に上がらず 廃案！

起立採決による審議の結果

陳情
第６号

陳情
第４号

陳情
第５号

陳情
第７号

平成25年
度琴浦町
一般会計
補正予算

琴浦町職
員の給与
の特例に
関する条
例の制定
について

陳情第６号
意見書の
提出につ
いて

陳情第５号
意見書の
提出につ
いて

日程追加　
（川本議
長に対す
る問責決
議の提出
について）

川本議長
に対する
問責決議
の提出に
ついて

日程追加　
（小椋議会
運営委員
長に対す
る問責決
議の提出
について）

日程追加
（石賀榮
君に対す
る懲罰の
動議）

1 語堂　正範 ○ ○ × × ○ ○ ○ × × × × ×
2 山田　義男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ×
3 新藤　登子 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × × ○
4 藤堂　裕史 欠 欠 欠 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ × ○
5 藤本　則明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
6 高塚　　勝 × ○ × ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ×
7 小椋　正和 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○
8 手嶋　正巳 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9 金田　　章 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × × ○
10 武尾　頼信 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × × ○
11 青亀　壽宏 ○ × ○ × ○ × ○ ○ × × × ○
12 前田　智章 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × － × ○
13 桑本　　始 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
14 井木　　裕 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×
15 山下　一成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
16 大田　友義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
17 石賀　　榮 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 退去 退去 退去
18 川本正一郎 － － － － － － － － － 除斥 － －
※�○＝賛成　×＝反対　－＝議長は採決に加わりません。ただし、採決の結果可否同数の場合、最終判断をします。　除斥＝一身上に関する
議案のため採決に加わりません。　退去＝議場外に退席のため採決に加わりません。

※�日程追加（石賀榮君に対する懲罰の動議）は、起立採決では多少の判断がつかなかったため、投票による採決が行われました。採決の結
果可否同数であったため、議長が最終判断を行い、可決となりました。

※陳情の件名その他詳細につきましては４ページをご覧ください。
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○
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・�
県
緑
の
産
業
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
補
助

金�

１
億
円

・�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
事
業
補
助
金

�

２
、１
５
０
万
円

・�

空
き
家
再
生
等
推
進
事
業
補
助
金

（
塩
谷
定
好
写
真
記
念
館
整
備
補
助
）

�

４
、１
６
７
万
円

陳　 情

番号 件　　　名 提　出　者 要　　　旨 委員会
付託 結　果

陳情第
４号

違法な臓器生体移植を禁
じることを求める陳情書

兵庫県伊丹市
井田　敏美

臓器移植に対して全面的な
公開調査を行い、違法な臓
器生体移植を禁じるよう中
国当局に呼びかけることを
日本国政府に要求すること。

教育
民生

趣旨
採択

陳情第
５号

年金2.5％の削減中止を
求める陳情

全日本年金者組合
鳥取県本部

中部支部長　平井　隆

高齢者の生活と地域経済を
守るため、年金2.5％削減
中止を求める。

教育
民生

採択

意見書
提出

陳情第
6号

デフレ不況からの脱却と
地域経済の振興に向けて
最低賃金の改善と中小企
業支援策の拡充を求める
陳情書

鳥取県労働組合
総連合

議長　田中　暁

最低賃金の引き上げ及び地
域間格差の縮小、中小企業
への経営支援策の拡充、雇
用の創出と安定に資する政
策の実施を求める。

総務
採択

意見書
提出

陳情第
７号

日本のTPP（環太平洋連
携協定）交渉への参加反
対を求める陳情書

全日本農民組合
鳥取県連合会
会長　田中　宏

鳥取県民・国民の利益に反
するTPP（環太平洋連携協
定）交渉に日本が参加する
ことに反対することを求める。

農林
建設

趣旨
採択

陳情第
８号

地方財政の充実・強化を
求める陳情

自治労鳥取県本部
執行委員長　本川　博孝

琴浦町職員労働組合
執行委員長　林原　祐二

地方財政計画・地方交付税
については、国と地方の十
分な協議を保障した上であ
り方や総額を決定し、需要
に見合う総額を確保するこ
とを求める。

総務
採択

意見書
提出

［平成25年６月定例会］

臨　時　会
　５月27日に臨時会が開かれました。
　主な内容は、平成24年度琴浦町一般会計補正予算（第11号）、建設工事請負変更契約の締結につ
いて（新庁舎建設工事）、財産の取得について（消防ポンプ車）などでした。

定例会その他の議案
６
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
の
主
な
も
の

で
す
。

○
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
４
台
購
入

　
（
赤
碕
２
台
、
東
伯
２
台
）

購
入
金
額�

２
、９
４
５
万
円

33
人
乗
り

塩谷家スクールバス
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一般質問

　
　
　
　
①
廃
園
、
廃
校

に
な
っ
た
跡
地

利
用
、
ま
た
、
赤
碕
地
区

の
保
育
園
の
将
来
展
望
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

②
浦
安
駅
東
側
の
高
架
橋

南
側
に
あ
る
階
段
は
、
障

が
い
の
あ
る
方
、
車
椅
子

を
利
用
さ
れ
る
方
な
ど
弱

者
対
策
を
考
え
る
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　

①
跡
地
利
用
に

つ
い
て
は
地
域

住
民
の
意
見
を
尊
重
し
、

地
域
活
性
化
に
結
び
つ
く

利
用
に
つ
い
て
総
合
的
に

検
討
す
る
。
赤
碕
地
区
の

保
育
園
に
つ
い
て
は
児
童

数
の
推
移
を
見
な
が
ら
統

廃
合
な
ど
を
検
討
す
る
。

②
財
政
状
況
、
費
用
対
効

果
も
か
ん
が
み
な
が
ら
検

討
す
る
。

Q

A

詳しい内容については琴浦町ホームページ掲載の会議録をご覧ください。

ここが聞きたい

一般質問 Q A&
質問議員 質問事項 掲載ページ
藤本　則明 ①町長姿勢について ５

新藤　登子 ①青少年を脱法ハーブ乱用の危険から守る取り組み
②「ストップ風疹」赤ちゃんを守るためのワクチンの助成の検討 ６

藤堂　裕史 ①諸事業の見直しについて ６
桑本　　始 ①空き家・空き店舗対策について ７

手嶋　正巳 ①学校給食に琴浦町産の食材がどの程度使用されているか
②消防バイクの導入について ７

青亀　壽宏 ①住宅リフォーム助成制度の復活を
②住宅新築資金会計の償還期限終了後の対応について ８

高塚　　勝

①町の財政について
②人口減対策について
③自立教育について
④国際化について

９

小椋　正和 ①企業誘致と雇用促進について
②人口対策について 10

金田　　章 ①聴覚障がい者支援と社会環境整備について 11

語堂　正範
①行政運営及び体制と人事評価について
②各団体補助金に対する事業費の位置づけと今後の展開について
③スポーツ振興と各種施設の整備について

11

石賀　　榮

①がん検診について
②パーキングエリアについて
③上納金について
④原爆について

12

藤本　則明 議員

町
長
姿
勢
に
つ
い
て

総
合
的
に
検
討�

山
下
町
長
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今
年
度
実
施

す
る
諸
事
業
に

つ
い
て
、
新
事
業
導
入
を

考
え
て
い
る
か
。

　
物
産
館
こ
と
う
ら
管
理

運
営
に
つ
い
て
、
入
れ
込

み
客
数
・
売
上
額
が
か
ん

ば
し
く
な
い
と
聞
い
て
い

る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に

行
政
が
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

Q

　
　
　
　
　

今
年
度
は
当

初
予
算
編
成
時

に
５
つ
の
戦
略
テ
ー
マ
を

設
定
し
て
い
る
。
来
年
度

に
向
け
て
は
行
財
政
改
革

の
取
り
組
み
の
中
で
見
直

し
を
行
っ
て
い
く
。

　

物
産
館
こ
と
う
ら
は
現

状
の
ま
ま
町
が
中
心
と

な
っ
て
管
理
運
営
を
行

う
。
観
光
看
板
の
設
置
や

店
舗
の
方
の
努
力
も
あ
り

売
上
げ
は
対
前
年
比
で

ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

A

　
　
　
　
　

脱
法
ハ
ー
ブ

は
若
い
人
の
使

用
が
社
会
問
題
化
し
て
い
る
。

①
町
内
の
小
・
中
学
生
を

対
象
に
、
薬
物
乱
用
の
講

演
を
、
年
に
何
回
位
開
催

し
て
い
る
か
。

②
町
、
教
育
委
員
会
は
薬

物
乱
用
の
危
険
性
か
ら
ど

の
よ
う
に
青
少
年
を
守
っ

Q

　
　
　
　
　

風
疹
に
か

か
っ
て
い
る
患

者
が
電
車
や
駅
、
ま
た
職

場
な
ど
で
妊
婦
に
感
染
さ

せ
る
可
能
性
が
あ
る
。
妊

娠
初
期
の
女
性
に
感
染
す

る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
に
心
臓

疾
患
や
難
聴
と
い
っ
た
、

先
天
性
風
疹
症
候
群
が
お

こ
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
妊
娠
前
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
呼
び
か
け
て
い

る
。「
ス
ト
ッ
プ
風
疹
」

赤
ち
ゃ
ん
を
守
る
た
め
に

予
防
接
種
の
助
成
を
実
施

Q

て
い
る
か
。

　
　
　
　
山
下
町
長

　

②
従
来
か
ら

啓
発
活
動
は
行
っ
て
い
る

が
、
再
度
関
係
団
体
と
連

携
し
子
供
達
を
守
る
取
り

組
み
を
進
め
る
。

　
　
　
　

小
林
教
育
長

①
年
1
回
程
度

学
習
し
て
い
る
。

�

②
学
校
で
薬
物
乱
用
の

危
険
性
の
学
習
を
進
め
、

ま
た
関
係
者
へ
の
周
知
・

啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

AA

す
る
こ
と
の
検
討
を
望
む
。

　
　
　
　
　
一
回
１
２
、

０
０
０
円
を
想

定
し
て
お
り
、
19
歳
か
ら

49
歳
ま
で
の
希
望
者
に
、

そ
の
う
ち
の
８
、０
０
０

円
を
助
成
す
る
。
6
月
1

日
以
降
の
接
種
分
か
ら
対

応
す
る
。

A

諸
事
業
の
見
直
し
は

見
直
し
を

行
っ
て
い
る�

山
下
町
長

藤堂　裕史 議員

新藤　登子 議員

風
疹
の

ワ
ク
チ
ン
に
助
成
を�

新
藤
議
員

助
成
を
行
う�

山
下
町
長

脱
法
ハ
ー
ブ
か
ら 

青
少
年
を
守
れ

子
供
達
を
守
る�

山
下
町
長

学
習
し
て
い
る�
小
林
教
育
長
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①
区
長
に
依
頼

し
空
き
家
、
危

険
家
屋
の
実
態
を
調
査
す

べ
き
。
空
き
家
の
所
有
者

に
適
正
な
管
理
を
義
務
付

け
、
危
険
な
家
屋
に
は
解

体
な
ど
必
要
な
措
置
を
求

め
る
「
空
き
家
条
例
」
の

制
定
を
。

②
空
き
店
舗
も
増
加
の
一

Q

途
で
あ
る
。
新
規
開
業
を

希
望
す
る
人
に
、
店
舗
賃

借
料
、
店
舗
改
装
費
、
広

告
宣
伝
費
の
補
助
の
創
設

（
最
大
補
助
限
度
額
50
万

円
）
を
。

　
　
　
　

①
何
ら
か
の

方
法
で
空
き

家
、
廃
屋
調
査
を
実
施

し
、
現
状
把
握
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
適
正
管
理
に
関
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
る
。

A

②
現
在
空
き
家
情
報
登
録

制
度
が
あ
り
、
移
住
定
住

に
つ
な
が
れ
ば
奨
励
金
を

支
払
っ
て
い
る
。
活
用
を

お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
　
　
琴
浦
町
は
農

業
が
基
幹
産
業

で
あ
り
、
地
産
地
消
が
重

要
で
あ
る
。
学
校
給
食
に

琴
浦
町
産
の
食
材
が
ど
の

程
度
使
用
さ
れ
て
い
る

か
、
過
去
3
年
間
の
実
績

を
見
て
み
る
と
、
50
％
を

切
っ
て
い
る
。
こ
の
現
状

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

Q

る
か
。

　
　
　
　
　

野
菜
に
つ
い

て
は
学
校
給
食

野
菜
会
か
ら
優
先
的
に
供

給
を
受
け
て
い
る
が
、
町

内
産
が
5
割
に
満
た
な
い

背
景
に
供
給
力
低
下
が
一

因
と
し
て
あ
る
。
町
内
野

菜
供
給
生
産
者
や
組
織
育

成
の
問
題
に
も
つ
な
が

り
、
供
給
能
力
を
高
め
る

た
め
関
係
団
体
と
の
協
議

も
必
要
で
あ
る
。

A

　
　
　
　
　

現
在
、
地
産

地
消
の
取
り
組

み
と
し
て
学
校
給
食
野
菜

会
と
の
契
約
で
食
材
提
供

を
受
け
て
い
る
。
安
定
し

た
出
荷
量
の
確
保
が
で
き

な
い
な
ど
の
事
情
が
あ
る

が
、
今
後
も
引
き
続
き
学

校
給
食
野
菜
会
の
野
菜
を

優
先
し
て
受
け
入
れ
る
。

A

危
険
空
き
家
放
置
歯
止
め
を

空
き
店
舗
、
補
助
の
創
設
を

条
例
は
検
討
し
て
い
る�

山
下
町
長

桑本　始 議員

学
校
給
食
の
町
産
食
材
の
使
用
率
は

供
給
能
力
を
高
め
る�

山
下
町
長

地
産
地
消
に
取
り
組
ん
で
い
る�

小
林
教
育
長

手嶋　正巳 議員

琴浦町立学校給食センター
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県
内
初
の
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
は
抜
群
の
経
済

波
及
効
果
を
生
み
、
町
民

か
ら
喜
ば
れ
て
い
る
。
こ

れ
を
、
消
費
税
増
税
の
駆

け
込
み
需
要
が
あ
る
、
と

い
っ
て
や
め
る
こ
と
に
道

理
は
な
い
。

　
国
の
経
済
対
策
に
よ

り
、
本
来
、
町
が
負
担
す

べ
き
予
算
が
大
幅
に
浮

く
。
こ
う
い
っ
た
財
源
を

Q

　
　
　
　
　
同
和
対
策
と

し
て
取
り
組
ま

れ
た
住
宅
新
築
資
金
は
、

あ
と
7
年
で
全
て
の
返
済

計
画
が
終
了
す
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
特
別
会
計
の
維

持
が
困
難
と
な
る
と
思
う

が
ど
う
す
る
の
か
。

　
こ
れ
は
住
宅
ロ
ー
ン

で
、
貸
し
付
け
金
だ
が
、

返
済
期
間
の
終
了
を
見
越

し
、
今
か
ら
金
融
機
関
の

ノ
ウ
ハ
ウ
に
も
学
び
、
き

め
細
か
い
再
建
計
画
を
立

て
、
出
口
戦
略
を
確
立
す

る
と
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

24
年
度
は
一

般
会
計
か
ら
借

QA

使
い
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
を
復
活
さ
せ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

こ
れ
ま
で
の

実
績
か
ら
お
お

む
ね
目
的
を
達
し
て
い
る

も
の
と
判
断
し
て
い
る
。

こ
の
制
度
を
や
め
て
、
新

た
な
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
と

模
索
し
て
い
る
。

A

り
入
れ
を
し
、
赤
字
部
分

の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
特
別
会
計
で
完
結
す

べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

貸
し
付
け
金
の
返
済
に

つ
い
て
は
、
臨
戸
訪
問
な

ど
を
実
施
し
、
誠
意
の
な

い
滞
納
者
に
つ
い
て
は
法

的
措
置
な
ど
で
対
応
し
て

い
き
た
い
。
提
案
に
つ
い
て

は
参
考
に
し
、考
え
て
い
く
。

　
　
　
　
　

こ
れ
ま
で
の

経
過
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
方

策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
。

A

住
宅
新
築
資
金

出
口
戦
略
を

�

青
亀
議
員

提
案
も
参
考
に
考
え
る�

山
下
町
長

検
討
す
る
必
要
が
あ
る�

小
林
教
育
長

　
　
　
　
　
大
規
模
災
害

が
起
き
た
場

合
、
各
地
で
発
生
す
る
火

災
に
対
処
で
き
る
よ
う
な

防
災
体
制
の
整
備
を
急
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
機

動
力
の
あ
る
消
防
バ
イ
ク

を
導
入
す
れ
ば
、
初
期
消

火
活
動
や
情
報
収
集
、
救

急
車
が
入
れ
な
い
山
間
地

Q

な
ど
の
人
命
救
助
活
動
に

威
力
を
発
揮
し
、
減
災
に

つ
な
が
る
有
力
な
実
働
部

隊
に
な
る
の
は
間
違
い
な

い
。
町
長
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
い
ろ
ん
な
課

題
が
あ
り
、現

時
点
で
、消
防
団
で
の
運
用

は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

A

財
源
は
あ
る
　
復
活
せ
よ

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

目
的
を
達
し
て
い
る�

山
下
町
長

青亀　壽宏 議員

消
防
バ
イ
ク
の
導
入
は�

手
嶋
議
員

現
時
点
で
は
困
難�

山
下
町
長

消防バイク
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①
昨
年
公
開
さ

れ
た
町
の
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照

表
）
は
ど
う
分
析
、
活
用

し
、
今
後
ど
う
利
用
す
る

か
。

②
総
合
計
画
の
財
政
推
計

に
よ
る
と
、
平
成
28
年
度

よ
り
町
一
般
会
計
は
赤
字

と
な
る
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
赤
字
に
な
ら
な
い
対

策
は
。

Q

　
　
　
　

①
細
か
い
分
析

は
ま
だ
出
来
て

い
な
い
が
、
今
後
は
近
隣

自
治
体
と
と
も
に
研
修
を

深
め
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
、

健
全
な
財
政
運
営
に
生
か

す
。
情
報
の
発
信
も
し
て

い
く
。

②
財
政
検
討
会
の
実
施
な

ど
、
財
源
確
保
と
行
政
効

率
の
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て

い
る
。
ま
た
県
や
国
に
財

政
構
造
の
改
善
を
求
め
て

い
く
。

A

町
財
政
２８
年
度
か
ら 

赤
字
大
丈
夫
？

健
全
な
財
政

運
営
を
行
う�

山
下
町
長

高塚　勝 議員

　
　
　
　
　
合
併
時
２
万

６
７
３
人
い
た

人
口
は
、
現
在
１
万
８
７

４
２
人
と
１
９
３
１
人
も

減
少
し
、
２
０
４
０
年
に

は
町
の
人
口
が
１
万
２
７

０
２
人
に
な
る
と
予
想
さ

れ
て
い
る
。
人
口
減
対
策

に
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
特

別
チ
ー
ム
を
設
置
す
べ
き

で
は
。

　
　
　
　
　

官
・
民
の
垣

根
を
な
く
し
、

も
っ
と
柔
軟
な
情
報
収
集
、

意
見
交
換
と
い
う
こ
と
が

い
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

QA 官
民
で

ス
ト
ッ
プ
人
口
減�

高
塚
議
員

柔
軟
な
対
応
を

し
て
い
く

�

山
下
町
長

　
　
　
　
①
親
離
れ
し
な

い
青
少
年
、
子

離
れ
し
な
い
大
人
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
町
は
、

自
立
教
育
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
か
。
ま
た
今

後
は
。

②
成
人
式
の
家
族
の
出
席

は
見
直
す
べ
き
で
は
。

③
修
学
旅
行
は
自
ら
計
画

実
行
す
る
こ
と
に
し
て
は
。

　
　
　
　

②
式
を
見
学
し

た
い
と
い
う
家

族
の
気
持
ち
を
否
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え

る
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
が

自
立
教
育
に
つ
な
が
る
も

の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

QA

　
　
　
　

①
子
供
達
が
自

立
し
て
社
会
で

生
き
て
い
く
力
を
育
て
る

た
め
、
学
校
教
育
と
社
会

教
育
と
連
携
し
、
学
習
機

会
の
提
供
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
、
保
護
者
、

子
供
の
両
方
の
自
立
支
援

を
行
っ
て
い
く
。

③
学
習
指
導
要
領
に
あ
る

修
学
旅
行
の
ね
ら
い
の
達

成
や
安
全
確
保
の
面
で
、

児
童
生
徒
に
計
画
さ
せ
る

こ
と
は
難
し
い
。
中
学
校

で
は
日
程
の
な
か
の
1
日

は
班
別
の
自
主
研
修
に
充

て
て
い
る
。

A

親
離
れ
子
離
れ
対
策
は�

高
塚
議
員

自
立
教
育
に
つ
な
が
る

も
の
で
は
な
い

�

山
下
町
長

自
立
支
援
を

し
て
い
く

�

小
林
教
育
長

出所：国立社会保障・人口問題研究所

人口ピラミッド
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①
企
業
誘
致
が

進
展
し
な
い
理

由
と
し
て
、
原
因
は
ど
の

点
に
あ
る
か
。

②
関
西
事
務
所
の
あ
り
方

に
つ
い
て
。

③
今
以
上
の
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
を
実
行
し
な
い
か
。

④
企
業
誘
致
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
取
り
組
み
は
。

⑤
県
の
雇
用
対
策
事
業
が

Q

　
　
　
　
①
町
の
重
要
施

策
と
し
て
い
る

が
、
減
少
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
現
状
を
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。
町
の
対
応

事
業
が
有
効
性
を
欠
い
て

い
る
部
分
は
な
い
か
。

②
き
ら
り
団
地
・
槻
下
団

地
な
ど
移
住
定
住
促
進
の

対
策
強
化
を
図
ら
な
い

か
。
総
合
的
な
子
育
て
の

環
境
整
備
、
支
援
策
の
強

化
な
ど
子
育
て
家
庭
の
増

加
は
図
ら
な
い
か
。

③
人
口
対
策
は
、
国
、
県

の
問
題
で
も
あ
る
。
支
援

対
策
な
ど
の
強
化
を
提
起

し
な
い
か
。

Q

減
額
す
る
中
で
、
町
の
雇

用
対
策
は
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
か
。

　
　
　
　

①
企
業
体
力
の

低
下
や
、
積
極

的
な
売
り
込
み
が
出
来
な

か
っ
た
こ
と
が
原
因
と
考

え
る
。

②
方
向
性
も
含
め
た
検
証

が
必
要
。

③
積
極
的
に
対
応
す
る
。

④
現
制
度
の
拡
充
や
新
し

い
制
度
を
検
討
す
る
。

⑤
基
金
な
ど
を
活
用
し
な

が
ら
対
応
し
た
い
。

A

　
　
　
　

①
減
少
抑
制
の

取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
る
。
総
合
計
画

の
ロ
ー
リ
ン
グ
作
業
で
成

果
と
課
題
の
分
析
を
実
施

し
今
後
の
取
り
組
み
の
修

正
も
検
討
す
る
。

②
移
住
定
住
に
つ
い
て
は

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
設
置
な

ど
対
策
強
化
を
実
施
し
て

い
る
。
保
育
料
の
第
３
子

無
料
化
な
ど
、
子
育
て
環

境
整
備
と
し
て
も
様
々
な

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

③
県
な
ど
へ
の
支
援
協
力

の
要
請
、
国
へ
の
抜
本
的

対
策
を
求
め
る
働
き
か
け

は
必
要
と
考
え
る
。

A

企
業
誘
致
と
雇
用
促
進

積
極
的
に

対
応
し
て
い
く�

山
下
町
長

人
口
減
対
策
は�

小
椋
議
員

取
り
組
み
の

修
正
も
検
討
す
る�

山
下
町
長

小椋　正和 議員

　
　
　
　
①
県
内
へ
の
外

国
人
観
光
客
が

増
加
し
て
い
る
。
町
の
外

国
人
観
光
客
受
け
入
れ
対

策
は
ど
の
よ
う
に
進
め
い

て
い
る
か
。

②
小
・
中
学
校
の
修
学
旅

行
を
外
国
（
韓
国
）
に
し

て
は
。

③
一
般
町
民
の
国
際
交
流

を
も
っ
と
充
実
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
　

①
と
っ
と
り
梨

の
花
温
泉
郷
広

域
観
光
協
議
会
と
連
携
し
、

多
く
の
外
国
人
観
光
客
の

方
を
受
け
入
れ
て
い
る
。今

後
も
町
観
光
協
会
な
ど
関

QA

係
諸
団
体
と
連
携
し
受
け

入
れ
体
制
を
整
え
る
。

③
昨
年
度
よ
り
国
際
交
流

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
設

置
し
、
国
際
交
流
の
さ
ら

な
る
推
進
を
図
っ
て
き
て

い
る
。

　
　
　
　

②
安
全
確
保
、

費
用
、
日
程
な

ど
の
面
で
、
海
外
へ
の
修
学

旅
行
は
現
状
で
は
難
し
い
。

A

国
際
交
流
の
推
進
を�

高
塚
議
員

体
制
を
整
え
る�

山
下
町
長

現
状
で
は
難
し
い�
小
林
教
育
長
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①
聴
覚
障
が
い

者
の
方
の
た

め
、
Ｔ
Ｃ
Ｃ
の
主
要
な
放

映
、
ニ
ュ
ー
ス
、
防
災
放

映
な
ど
に
も
っ
と
字
幕
が

必
要
で
は
な
い
か
。
ま
た

災
害
時
の
意
思
疎
通
手
段

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

②
役
場
職
員
の
中
に
手
話

通
訳
者
な
ど
１
名
で
も
兼

Q

　
　
　
　
　
平
成
25
年
度

予
算
編
成
方
針

で
新
し
い
器
に
恥
じ
な
い

よ
う
高
い
レ
ベ
ル
で
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努

め
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ

て
い
る
が
、
こ
の
高
い
レ

ベ
ル
で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
に
あ
た
り
、
町
長

は
ど
の
よ
う
な
行
政
改
革

Q

務
職
員
と
し
て
必
要
で
は

な
い
か
。

③
手
話
通
訳
を
目
指
す
町

民
に
町
か
ら
支
援
、
援
助

は
さ
れ
な
い
か
。

④
子
供
達
へ
の
手
話
教
育

は
不
自
由
を
理
解
さ
せ
、

優
し
い
心
を
身
に
つ
け
さ

せ
る
点
で
、
い
じ
め
防
止

の
一
端
と
な
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

　
　
　
　

①
今
後
、
視
聴

覚
障
が
い
の
あ

る
方
へ
の
番
組
提
供
の
あ

A

を
行
お
う
と
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
外
部
よ
り
管

理
職
を
起
用
し
た
こ
と
な

ど
、
人
事
異
動
に
対
す
る

町
長
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　

人
事
評
価
制

度
や
職
員
研
修

を
充
実
さ
せ
、
人
材
育
成

に
取
り
組
む
。
外
部
か
ら

の
管
理
職
起
用
な
ど
、
人

事
異
動
は
組
織
を
活
性
化

さ
せ
る
た
め
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
。
時
期
な
ど
に

つ
い
て
も
考
え
て
い
る
。

A

り
方
や
制
作
内
容
な
ど
、

Ｔ
Ｃ
Ｃ
と
協
議
・
検
討
し

て
い
き
た
い
。
災
害
時
の

意
思
疎
通
手
段
に
つ
い
て

も
次
回
の
町
防
災
会
議
で

協
議
し
た
い
。

②
来
庁
者
の
需
要
件
数
を

考
え
る
と
直
ち

に
専
任
の
常
勤

雇
用
を
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ

る
と
受
け
止
め

て
い
る
が
、
将

来
的
に
は
研
修

制
度
を
充
実
さ

せ
た
い
。

③
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　

④
総
合
的
な
学

習
の
時
間
な
ど

に
手
話
教
育
を
取
り
入
れ

て
い
る
小
学
校
も
あ
る
。

障
が
い
や
障
が
い
者
へ
の

理
解
を
図
る
た
め
の
教
育

が
行
わ
れ
て
お
り
、
自
尊

感
情
を
育
み
、
人
を
大
切

に
す
る
感
情
も
育
つ
と
考

え
る
。

A

聴
覚
障
が
い
者
支
援
と
社
会
環
境
整
備

検
討
し
た
い�

山
下
町
長

取
り
入
れ
て
い
る�

小
林
教
育
長

金田　章 議員

語堂　正範 議員

高
い
レ
ベ
ル
で
の 

行
政
サ
ー
ビ
ス
と
は

人
材
育
成
に

取
り
組
む

�

山
下
町
長
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平
素
か
ら
地

域
活
動
、
福
祉

の
向
上
、
産
業
の
発
展
な

ど
の
た
め
に
活
動
し
て
い

る
団
体
が
、
町
と
係
わ
り

合
い
を
持
ち
な
が
ら
多
く

活
動
し
て
い
る
。

　
各
団
体
に
よ
り
要
綱
を

定
め
、
補
助
金
を
交
付
し

て
い
る
が
、
今
現
在
の
補

助
金
の
考
え
方
と
今

後
の
展
開
に
つ
い
て

の
町
長
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　

今
後
も

よ
り
効
果

的
に
事
業
実
施
が
で

き
る
よ
う
各
団
体
と

QA

　
　
　
　
　
琴
浦
版
「
ス

ポ
ー
ツ
振
興
の

ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
策

定
し
て
は
ど
う
か
と
提
言

し
、
検
討
す
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
、
そ
の
後
ど
の

よ
う
な
検
討
が
行
わ
れ
た

の
か
。
町
民
、
未
来
を
担

う
子
供
た
ち
が
よ
り
良
い

環
境
で
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り

組
む
に
は
、
環
境
の
整
備

は
不
可
欠
と
考
え
る
が
改

善
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
関

係
団
体
で
の
会

議
で
現
時
点
の
課
題
解
決

だ
け
で
な
く
ス
ポ
ー
ツ
を

QA

連
携
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
団
体
の
育
成

に
対
し
て
も
、
サ
ポ
ー
ト

を
し
な
が
ら
、
行
政
依
存

型
の
団
体
に
な
ら
な
い
よ

う
行
う
必
要
が
あ
る
。
補

助
金
は
、
今
年
度
中
に
再

度
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
点
検

し
、
ル
ー
ル
の
統
一
な
ど

の
改
善
を
図
る
。

通
し
た
健
康
づ
く
り
や
活

力
あ
る
町
づ
く
り
に
つ
い

て
の
論
議
を
深
め
て
い

く
。
環
境
整
備
と
し
て
、

本
年
度
も
施
設
改
修
を
予

定
し
て
い
る
。
教
育
委
員

会
と
も
協
議
し
な
が
ら
対

応
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　

町
総
合
計
画

と
一
体
と
な
っ

た
ス
ポ
ー
ツ
の
有
効
性
を

引
き
出
す
取
り
組
み
を
推

進
す
る
。
環
境
整
備
は
、

子
供
達
が
安
心
・
安
全
に

練
習
で
き
る
よ
う
施
設
点

検
を
含
め
今
後
も
進
め
て

い
く
。

A

各
団
体
補
助
金
の

位
置
づ
け

�

語
堂
議
員

改
善
を
図
る�

山
下
町
長

ス
ポ
ー
ツ
振
興
と

各
種
施
設
の
整
備
は�

語
堂
議
員

論
議
を
深
め
る�

山
下
町
長

今
後
も
進
め
て
い
く�

小
林
教
育
長

が
ん
検
診
の

受
診
率
ア
ッ
プ
を

引
き
続
き
取
り
組
む�

山
下
町
長

　
　
　
　
　
が
ん
の
予
防
、

が
ん
検
診
受
診

率
ア
ッ
プ
の
た
め
、Ｔ
Ｃ
Ｃ

放
送
で
啓
蒙
さ
れ
て
は
。

　
　
　
　
　

町
内
事

業
所
と
も
連
携

し
、
受
診
率
向

上
に
向
け
取
り

組
む
。
ま
た
引

QA

き
続
き
広
報
紙
や
Ｔ
Ｃ
Ｃ

放
送
な
ど
の
媒
体
を
通
じ

た
受
診
勧
奨
も
、
内
容
や

回
数
な
ど
を
検
討
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

石賀　榮 議員
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①
子
供
が
遊
ぶ

施
設
の
設
置
を

考
え
て
は
。

②
県
外
の
方
に
も
わ
か
り

や
す
い
看
板
の
設
置
を
。

③
駐
車
場
か
ら
施
設
ま
で

が
遠
く
不
便
で
あ
る
。
改

善
を
。

　
　
　
　

①
設
置
に
つ
い

て
は
現
在
考
え

て
い
な
い
。

②
必
要
な
看
板
は
設
置
で

き
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
が
今
後
設
置
す
る
場
合

QA

　
　
　
　
　
解
放
同
盟
へ

の
補
助
金
は
上

納
金
な
の
か
？

　
　
　
　
　

負
担
金
と
し

て
支
出
の
項
目

QA

は
交
通
安
全
上
の
こ
と
を

考
慮
し
て
箇
所
の
検
討
が

必
要
で
あ
る
。

③
カ
ラ
ー
舗
装
部
分
は
国

土
交
通
省
の
土
地
で
あ

り
、
駐
車
場
と
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
交
渉
を
継
続

し
て
い
く
。

パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
の
改
善
を�

石
賀
議
員

検
討
が
必
要�

山
下
町
長

上
納
金
か
？�

石
賀
議
員

負
担
金
と

と
ら
え
て
い
る�

山
下
町
長

　
　
　
　
　
小
・
中
学
校

で
、
原
爆
の
講

演
会
、
映
画
上
映
を
し
て

は
。 Q

　
　
　
　
　
　

小
・
中
学

校
で
は
修
学
旅

行
で
の
学
習
、
映
画
の
上

映
な
ど
、
平
和
学
習
を

行
っ
て
い
る
。

A

原
爆
の
講
演
・

上
映
を
し
て
は�

石
賀
議
員

引
き
続
き
行
う�

小
林
教
育
長

に
あ
が
っ
て
お
り
、
負
担

金
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。

　琴浦町議会では議会基本条例に基づき議会報告会を各団体、組織、地区等からの要請の

もとで開催致します。

　また、町について関心のある方はぜひ議会の傍聴に来てください。

　詳しくは議会事務局の方へ連絡の程宜しくお願い致します。

電話 /（0858）52-1710　　FAX /（0858）49-0000
町民の皆さんとひざを交えて意見交換ができればと考えます。

議会報告会要請募集中!!

ことうらパーキング
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委員会報告
総
　
　
務

　

6
月
13
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
各

課
か
ら
説
明
を
受
け
た
。
条
例
の
改
正

に
つ
い
て
は
、
町
長
等
及
び
職
員
の
給

与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
提
案
、
補

正
予
算
に
つ
い
て
は
、
塩
谷
定
好
写
真

記
念
館
の
関
係
、
ま
ん
が
王
国
琴
浦
と

し
て
の
予
算
な
ど
に
つ
い
て
慎
重
に
審

議
し
た
。陳

情
2
件
を
審
議

　

陳
情
第
6
号
「
デ
フ
レ
不
況
か
ら
の

脱
却
と
地
域
経
済
の
振
興
に
向
け
て
最

低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業
支
援
策
の

拡
充
を
求
め
る
陳
情
書
」
と
陳
情
第
8

号
「
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め

る
陳
情
」
の
2
件
を
審
議
し
、
2
件
と

も
全
会
一
致
で
採
択
と
し
、
国
に
意
見
書

を
提
出
し
た
。

�

委
員
長　

新
藤
登
子

教
育
民
生

　

６
月
17
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
教

育
委
員
会
か
ら
は
小
学
校
統
合
準
備
会

進
捗
状
況
や
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
業
務

民
間
委
託
の
検
討
に
つ
い
て
、
福
祉
課

か
ら
は
緑
の
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

の
内
容
に
つ
い
て
、
町
民
生
活
課
か
ら

外
国
人
住
民
の
「
住
基
ネ
ッ
ト
」「
住

基
カ
ー
ド
」
の
運
用
に
つ
い
て
、
健
康

対
策
課
か
ら
は
健
康
こ
と
う
ら
計
画
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
を
受
け
た
。

陳
情
２
件
を
審
議

　

陳
情
第
4
号
「
違
法
な
臓
器
生
体
移

植
を
禁
じ
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
」
と

陳
情
第
5
号
「
年
金
２
・
５
％
削
減
中

止
を
求
め
る
陳
情
」の
2
件
を
審
議
し
、

陳
情
第
4
号
に
つ
い
て
は
趣
旨
採
択
、

陳
情
第
5
号
に
つ
い
て
は
採
択
と
し
た
。

�
委
員
長　

藤
堂
裕
史

農
林
建
設

　

5
月
30
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
町

長
と
農
林
水
産
課
長
同
席
の
も
と
、
肉

用
牛
肥
育
経
営
安
定
特
別
対
策
事
業
の

掛
け
金
助
成
及
び
肉
豚
経
営
安
定
特
別

対
策
事
業
積
立
金
の
助
成
に
つ
い
て
要

請
を
行
っ
た
。

　

6
月
14
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
各

課
長
の
説
明
を
受
け
、質
疑
を
行
っ
た
。

「
日
本
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
権
協

定
）
交
渉
へ
の
参
加
反
対
を
求
め
る
陳

情
書
」に
つ
い
て
は
趣
旨
採
択
と
し
た
。

　

6
月
6
日
、
分
庁
舎
に
て
、
農
業
委

員
会
と
の
農
業
問
題
及
び
施
策
検
討
会

を
実
施
し
た
。

�

委
員
長　

手
嶋
正
巳

議
会
の
う
ご
き

　

6
月
6
日
、
琴
浦
町
分
庁
舎
多
目
的

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
鳥
取
大
学
農
学
部　

小
林　

一　

教
授
を
講
師
に
お
招
き
し

て
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
日
本
及
び
琴
浦
町
農
業

へ
与
え
る
影
響
」
と
題
し
て
講
演
会
を

開
催
し
た
。

　

当
日
は
約
60
名
の
方
の
参
加
が
あ

り
、
分
か
り
や
す
い
内
容
で
質
疑
も
あ

り
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会
委
員
長

�

新
藤　

登
子

総
務
常
任
委
員
会
副
委
員
長

�

青
亀　

壽
宏

議
会
運
営
委
員
会
委
員

�

新
藤　

登
子

新
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
副
委
員
長

�

武
尾　

頼
信

企
業
誘
致
推
進
特
別
委
員
会
委
員
長

�

桑
本　
　

始

企
業
誘
致
推
進
特
別
委
員
会
副
委
員
長

�

語
堂　

正
範

企
業
誘
致
推
進
特
別
委
員
会
委
員

�

山
田　

義
男

要
請
を
行
う

陳
情
１
件
を
審
議

農
業
問
題
に
つ
い
て
検
討

Ｔ
Ｐ
Ｐ
講
演
会
開
催

委
員
の
変
更
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　５月18日八橋地区公民館にて琴浦町議会と「やばせ一歩の会」の主催で議会報告会・意見交換会が開

催されました。住民の参加者は83名と会場を埋め尽くす中、最初に川本議長があいさつ、続いて「やば

せ一歩の会」山内会長よりあいさつの後、「やばせ一歩の会」進行のもとで議会報告会がスタート。各

常任委員長、地元議員が報告をすませた後、意見交換会に入りました。意見交換会では人口減対策、

TPPなどの農業問題、学力向上やいじめ問題など子どもたちに対すること八橋地区内での問題など多岐

にわたる意見交換が行われました。21時までの予定が30分もオーバーするなど熱心なものとなり町政の

問題に対し意見交換を行うことができた議会報告会・意見交換会となりました。

議会報告会を開催致しました!!

「やばせ一歩の会」からの要望書（要約）

　私達が要請した「議会報告会」ではTCC放映の遅れや、議長の答弁など「議長責任」が問
われるほど重大事とは感じておりません。「住民の福祉」や「地域インフラ整備」にかかわる「予
算措置」や「行政事業」を原因としたものではない、議会内の争いは住民側としてはどうで
もよいことであり「問責」をかけるなら、代弁者として欠落がはなはだしい議員にこそ自己
問責を求めたいということが私達の本音です。
　この度の問責決議には、議長の「議員辞職」を求める内容もあったとありますが、放送遅
れの説明不足などを「辞職」の対象とするのは筋違いであり、多数決に委ねるべきものでは
ないと思います。
　また「質疑」か、否か、自身の発言の性格さえ分別できない議員の存在など議員の品格が
問われる場面もあったようです。
　今後は議員一同、琴浦町発展のために全力を挙げていただくよう心からお願いするところ
であります。

６月定例会終了後の６月25日、「やばせ一歩の会」より要望書が提出されました。
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印刷：勝美印刷株式会社　〒682-0722 鳥取県東伯郡湯梨浜町はわい長瀬818-1

県下議会 認定第１号

町 民 の 声
　

我
々
が
組
織
す
る
「
白
鳳
の
郷
活

性
化
協
議
会
」
は
会
員
数
、
個
人
・

法
人
合
わ
せ
て
約
１
３
０
名
で
組
織

さ
れ
て
お
り
、
設
立
か
ら
早
い
も
の

で
５
年
目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
活

動
と
し
ま
し
て
遊
休
農
地
を
活
用
し

た
そ
ば
・
も
ち
米
の
栽
培
と
収
穫
祭
、

地
引
網
、
地
域
資
源
を
知
る
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
マ
ッ
プ
の
作
成
と
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
水
辺
公
園
内

桜
の
木
に
ぼ
ん
ぼ
り
設
置
・
花
見
イ

ベ
ン
ト
な
ど
地
域
住
民
と
の
交
流
を

図
る
団
体
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
国
土
交
通
省
が
認
定
し

て
い
る
、夢
街
道
ル
ネ
サ
ン
ス
に「
津

田
候
殿
様
街
道
」
と
し
て
地
区
認
定

を
受
け
ま
し
た
。
今
後
は
こ
の
「
津

田
候
殿
様
街
道
」
を
活
用
し
て
地
域

振
興
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
地
域
に
は
国
の
特
別
史

跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
斎
尾
廃
寺

跡
」
が
あ
り
、
全
国
に
誇
れ
る
地
域

資
源
と
し
て
活
用
し
て
行
く
た
め
に

も
普
及
啓
発
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

最
後
に
Ｔ
Ｃ
Ｃ
の
放
映
の
件
、
個
人

中
傷
な
ど
琴
浦
町
議
会
が
混
乱
に
よ

り
町
民
に
迷

惑
が
か
か
ら

な
い
よ
う
充

分
に
配
慮
し

て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

私
達
は
将
来
、
こ
の
ま
ち
に
住
む

誰
も
が
「
こ
の
ま
ち
が
好
き
、
ひ
と

が
好
き
」
と
言
い
合
え
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
為
に
必
要
な
こ
と
は
自
分

達
の
暮
ら
す
ま
ち
に
対
す
る
愛
着
を

持
つ
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
愛
情
の
根

幹
と
な
る
の
は
自
分
達
の
暮
す
ま
ち

に
対
す
る
誇
り
だ
と
考
え
る
中
で
、

昨
年
度「
こ
の
ま
ち
大
好
き
探
偵
団
」

を
結
成
し
ま
し
た
。
自
分
達
の
暮
ら

す
ま
ち
に
存
在
し
て
い
る
も
の
や
場

所
に
つ
い
て
様
々
な
角
度
か
ら
見
つ

め
直
す
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
昨
年
度
よ
り
自
分
達
の
誇
り
と

な
る
も
の
を
創
造
し
よ
う
と
白
鳳
祭

に
お
い
て
「
キ
ャ
ン
ド
ル
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
地
域
の
皆
様
と
共
に
自
分

達
の
力
で
こ
の
ま
ち
に
誇
れ
る
輝
き

を
創
造
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
社
団
法
人
東
伯
青
年
会
議
所
は

20
歳
か
ら
40
歳
の
青
年
で
あ
れ
ば
、

性
別
、
国
籍
を
問
わ
ず
誰
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
私
達
と
共
に
明
る
い
豊

か
な
未
来
を

創
造
し
て
い

た
だ
け
る
仲

間
を
募
集
し

て
お
り
ま
す

の
で
是
非
お

気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

東伯青年会議所
小谷真一さん

白鳳の郷地域活性化
協議会　会長
米村勝利さん

あ
と

　 

が
き

　

平
素
よ
り
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
健
全
な
る
町

政
運
営
の
一
翼
を
担
う
は
ず
の
町
議
会
が

運
営
等
至
ら
な
い
こ
と
が
多
々
起
き
て
し

ま
い
恥
ず
か
し
い
限
り
で
す
。
今
後
は
議

員
各
位
が
襟
を
正
し
議
員
と
し
て
の
モ
ラ

ル
を
念
頭
に
置
き
行
動
し
て
い
く
こ
と
と

考
え
ま
す
。

　

５
月
18
日
に
琴
浦
町
議
会
初
の
議
会
報

告
会
を
行
い
ま
し
た
。今
後
も
続
け
て
行

く
取
り
組
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

�

（
語
堂　

正
範
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

�

委
員
長　
　

語
堂　

正
範

�

副
委
員
長　

山
田　

義
男

�

委
員　
　
　

青
亀　

壽
宏

�

委
員　
　
　

手
嶋　

正
巳

�

委
員　
　
　

藤
堂　

裕
史

�

委
員　
　
　

新
藤　

登
子
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